
平成29年度 数　　学　　問　　題
試験が始まる前に次の事項をよく読みなさい。

１．解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

２．解答用紙の記入にあたっては次の注意事項を守りなさい。

ア．正解の の部分を鉛筆でぬりつぶすこと。

イ．下の解答用紙のぬり方を見て　を正しくぬること。

ウ．記入はＨＢの鉛筆を使用すること。

エ．消すときはプラスチック消しゴムで完全に消すこと。

オ．氏名、中学校名、受験番号、解答記入欄以外には何も書

かないこと。

カ．用紙は折り曲げたり、汚したりしないこと。

ここからは放送で指示があるのでよく聞きなさい。

１．解答用紙に氏名、中学校名を記入しなさい。

２．解答用紙に受験番号を記入し、記入例を見て正しく をぬり

つぶしなさい。

◎受験番号記入例　　　◎解答用紙のぬり方

〔Ⅰ〕～〔Ⅴ〕について

【例題】

〔Ⅰ〕次の問いに答えなさい。

（1）１次方程式　２x＋15＝－９　の解は である。

（1）の１次方程式の解は、x＝－12 なので

解答記入欄の①は－、②は１、③は２をぬりつぶします。

〔Ⅵ〕について

指定された語群から解答の番号を選び解答記入欄をぬりつぶします。
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〔Ⅰ〕 次の計算をしなさい。

（1）－５＋２＝

（2）－ ×（－ ）＝

（3）－３a
３

b
２÷（－２a b

３）×６ab
４＝ a b

（4） － ＝

（5） 128－ 32＋ ２＝

（6）（２x＋３）（２x－３）－（２x－２）２＝ x－ !5!4!3
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〔Ⅱ〕 次の各問いに答えなさい。

（1）２次方程式 x２＋４x－１＝０を解くと，x＝ である。

（2）（x＋４）２－３（x＋10）を因数分解すると，（x＋ ）（x－ ）である。

（3）本校在籍生徒1400人の中から無作為に抽出した70人にアンケートを実施したところ，１週間の中で運動日数が

（3）５日以上であった生徒は，回答した70人のうち38人だった。このとき，本校在籍生徒1400人のうち，運動日数

（3）が５日以上であった生徒の人数は約 人と推定できる。

（4）右の図において，∠ x の大きさは °である。

（4）

（5）男女合わせて31人のクラスがある。このクラスで自転車通学の生徒は男子の５割と女子の４割の合わせて14人

（6）いる。このとき，このクラスの男子は 人，女子は 人である。

（6）５％の食塩水800 gを200 gになるまで煮詰めると， ％の食塩水になる。#2#1

#0@9@8@7

@6@5

@4@3@2

@1@0
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〔Ⅳ〕 右の図のように，座標平面上に点Ａ（12，24）を通る放物線が

ある。このとき，次の各問いに答えなさい。

（1）aの値を解くと である。

（2）放物線上に点Ｐをとり，Ｐからx軸，y軸に垂線を引き，

（1）x軸，y軸との交点をそれぞれＱ，Ｒとする。

（1）四角形ＰＲＯＱが正方形になるような点Ｐの座標は

（1）（ ， ）である。ただし，点Ｐのx座標を正とする。

（3）（2）のとき，三角形ＯＰＲを，y軸を中心に１回転させてできる立体の体積を解くと

（1） πである。$6$5

$4$3

$1

$2

〔Ⅲ〕 １個のさいころを２回続けて投げるとき，次の各問いに答えなさい。

（1）１回目は奇数の目が，２回目は３以上の目が出る確率は である。

（2）偶数の目が少なくとも１回出る確率は である。

（3）さいころの目の差が５未満の素数にならない確率は である。
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〔Ⅴ〕 右の図は，１辺が６ ２cmの立方体である。

２点Ｍ，ＮがそれぞれＡＢ，ＢＣの中点であるとき，

次の各問いに答えなさい。

（1）線分ＭＥの長さは cmである。

（2）三角形ＢＭＮの面積は cm2である。

（3）この立方体を４点Ｍ，Ｅ，Ｇ，Ｎを通る平面で切るとき，

（4）頂点Ｂを含む方の立体の体積を求めると ２cm３である。

（4）（3）の立体の表面積を求めると cm2である。%6%5%4

%3%2%1

%0

$9$8$7
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（Ａ群）

同位角　　　　 対頂角　　　　 錯角　　　　　 直角　　　　　 鈍角

（Ｂ群）

∠ＢＭＡ＝∠ＮＤＭ　　 ∠ＭＢＮ＝∠ＤＮＣ　　 ∠ＢＭＡ＝∠ＭＢＮ　　 ∠ＢＤＭ＝∠ＤＢＮ

（Ｃ群）

２組の角がそれぞれ等しい

１辺と両端の角がそれぞれ等しい

２辺とそのはさむ角がそれぞれ等しい

３組の辺の比がすべて等しい④

③

②

①

④③②①

⑤④③②①

〔Ⅵ〕 右の図のように，長方形ＡＢＣＤの辺ＡＤ，ＢＣの中点を

〔Ⅵ〕 それぞれＭ，Ｎとする。対角線ＢＤを引き，点ＢとＭ，ＤとＮを

〔Ⅵ〕 それぞれ線分で結ぶ。このとき，∠ＢＭＤ＝∠ＤＮＢであることを

〔Ⅵ〕 次のように証明した。この証明を完成しなさい。

〔Ⅵ〕 に適するものはＡ群から， に適するものはＢ群から，

〔Ⅵ〕 に適するものはＣ群から，それぞれ１つ選びなさい。

《証明》

ＢＤＭと ＤＢＮにおいて，

仮定より，長方形の対辺の半分だからＤＭ＝ＢＮ・・・・（ ）

ＢＤ＝ＤＢ（共通）・・・・（ ）

平行線の より ・・・・（ ）

（ ）～（ ）より ので

ＢＤＭ≡ ＤＢＮ

合同な図形の対応する角は等しいから

∠ＢＭＤ＝∠ＤＮＢ
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